レポート作成模擬演習 … レポートとしてまとめよ。（データは仮想です）
カフェウォール錯視における塗りつぶしの効果
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　幾何学的錯視の多くは線画であるが、少数ながら塗りつぶしのある図形を用いる錯視もある。カフェウォール錯視はその代表例であり、黒に塗りつぶされた正方形の列を上下に並べて4分の1周期左右にずらし、その間に灰色の細い線を引くと、その線が傾いて見えるというものである（Fraser, 1908; Gregory and Heard, 1979）。本研究では、正方形が塗りつぶされていることがこの錯視の本質的なことであるかどうかを調べた。

　被験者は年齢19歳～22歳の大学生10人（男5人、女5人）を用いた。裸眼、矯正で正常な視力を持っていた。刺激としては、標準的なカフェウォール図形とその正方形を白背景で黒線の線画とした図形を用いた。実験時の視距離から、1つの正方形の大きさは視角30分、線の太さは視角1分であった。比較刺激はカフェウォール図形の中に引く線と同様の灰色の横線とし、水平からの角度を0.5度刻みで21枚用意した（－5.0度から5.0度）。白の輝度は100 cd/m2、黒の輝度は0 cd/m2、灰色の輝度は50 cd/m2であった。パソコンで刺激を作成し、CRTモニターに提示した。画面の左半分に刺激を、右半分に比較刺激を示した。キーボードの矢印キーで比較刺激の傾きが0.5度ずつ変化するようにした。被験者は1人ずつ測定した。額と顎を固定する台に頭部を載せ、視距離50cmのCRT画面に提示される標準タイプと線画タイプのカフェウォール図形の見かけの傾きを調整法で測定した。半数の被験者は最初に標準タイプの図形をテストし、その次に線画タイプの図形をテストした。残り半数の被験者は逆の順番でテストした。

　結果は以下の通り。ABC…は被験者。数値は錯視量（単位は度）。


A
B
C
D
E
F
G
H
I
J

標準タイプ
2.5
2
2.5
4
1.5
1.5
2.5
2
2.5
3.5

線画タイプ
0
0
-1
-0.5
0.5
-1.5
0
-1
0.5
0

　文献は以下の通り。
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Gregory, R. L. and Heard, P. (1979). Border locking and the Café Wall illusion. Perception, 8, 365-380.
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カフェウォール錯視。上下の正方形列の間の灰色の横線は水平なのであるが、左に傾いて見える。


[image: image2.wmf]
カフェウォール錯視図形を線画にしたもの。
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